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Summary

　The 　growth　and 　graft　union 　strength 　of　apple 　trees　grafted　on 　extremeLy 　dwarfing　rootstoGks ，　J　M5 　and 　M ．27 ，
weTe 　investigated，　The　scion 　growth　of

‘Tsugaru’，
‘Sansa’，

‘New 　Jonagold’，
‘Hokuto’，

‘Orin’and
‘Fuji’apples

grafted　on 　the　JM5 ／Marubakaido （Malus　j，runifotia 　Borkh．　var ．肋 go　Asami）Tootstock 　was 　less　tha田 he　 scion

growth　of 　Ihe　same 　varieIy 　of 　apples 　on 　the　M ．271Marubakaido 　Toetstock ，　Overgrowth　of 　the　rQ 〔｝tstock　JM5 　was

shown 　with 　aIl　scion　varieties ．　However ，　remarkablc 　cnlaTgement 　of 　the　graft　union 　was 　observed 　on 　tbe　scions 　of
‘Tsugaru’，

‘Sansa’，
‘New 　Jonagold’or ℃ 、rin’grafted　on 　the　M ．27100tstock．　When 　a　weight 　was 　hung　o ロ eacb

scion 　grafted　 on 　the　JM5 　Tootstock ，　e曲 e
’
r　the　 scion 　or 　the　rootstock 　broke ，　The 　amount 　of 　weight 　 causing 　the

break　varied 　 according 　 to　the　kind　 of 　scion 、　 In　the　 case 　 of 　the　M ．27　 rootstock ，　 ahl　 sciQns 　 except 　for ‘Fujゴ
separat じd　from　the　M ．27　rootsIock 　at　the　graft　union ．

キ ー
ワ
ード　 極 わ い 性台木，JM5 ，　 M ．27，リ ン ゴ，折損状況

緒 　　言

　農林水産省 果 樹試験場 （現独立行政法人果樹研究所 ）で

育成 さ れ た．リ ン ゴ の わ い 性 台木 JM1 ，　 JM2 ，　 JM5 ，

JM7，　 JM8 の う ち，　 JM5 は イギ リス の イー
ス トモ ーリ ン

グ試験場 で 育成 され た極 わ い 性台木 M ．27 と同 じ程度の

わ い 化効果を示 す と さ れて い る （副島，1997）．しか し，

JM5 と 日本 で 栽 培 さ れ て い る主 要 な リン ゴ 品 種 との 接 ぎ

木親和性 に つ い て は研究例 が少 な く，穂 木部位 に 荷重 を

か け た とき の 折損状況 の 知見 も菊地 （1999）の 研究を除 い

て ほ とん ど み られ な い ．

　リ ン ゴ の わ い 性台木に接 ぎ木 した 穂木部位 に荷重をか

け た場合の 折損状況 に は，穂木に 用 い る 品種 と の 組 み合

わ せ に よ っ て 違 い が 見 ら れ る （菊地，1999）．た とえ ば．

わ い 性台木 M ．9，M ．26，　 M ．27に 品種
‘
ジ ョ ナ ゴール ド

’
，

‘
つ が る

’
t

‘
王 林

’
，

‘
陸奥

’
な ど の

‘
ゴ ー

ル デ ン デ リ シ ャ ス
’

を 親 に す る品種を接ぎ木す る と，接ぎ木部位が 異常 に 肥

大 して こ ぶ 状 （以下，接 ぎ 目こ ぶ と称 す る ）に な って ，強

風時 に 接 ぎ木部位 か らは ず れ る よ う に 折 れ る こ と が あ る

の で ，支柱 で の 誘 引 が必 要 と され て い る，そ の
一

方で，こ
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れ らの 台木に
‘
ふ じ

’
を接ぎ本した場合，接 ぎ 目 こ ぶ は 発生

せ ず ，折損被害も ほ とん と
’
生 じな い ．

　 リ ン ゴ の 結果部位 を 3m 以 下 に 抑え 省力 的 な わ い 化栽

培を 実現 し て い く上 で 新 し い 極 わ い 性台木JM5 は有力 な

選択肢とな る が，主要な 品種 の 穂木部位に 荷重 を か け た

場合 の 折損状況が 明 らか に な れ ば，JM5 を台木 と して 用

い て い く上で 支柱 な どの 補強対策を適切 に 実施 で きる と

考え られ る．そ こ で ，本研 究 で は 極 わ い 性台木 JM5 に 接

ぎ木さ れ た 主 要 な 晶 種 の 生 育 と品 種 の 穂 木部位 に 荷重 を

か け た場合の 折損状況を，従来 か ら利用 され て い る極 わ

い 性台木 M ．27 と比較 した ．

材 料 お よ び 方 法

　台 木 に は ， マ ル バ カ イ ド ウ （MalUS　prunifolia
Borkh．var ．　ringo ！Asa　mi ）を根系台木 と して JM5 を 中間台

木 と し た 二 重 接 ぎ木台木 （以
’
下，JM51 マ ル バ カ イ ドウ 台

木 と称す る ）と，マ ル バ カ イ ドウを 根系台木 と して M ．　27

を 中間 台木と した 二 重 接 ぎ木台木 （以 下 ，M ．27！マ ル バ

カイ ドウ台木と称 す る ）を供 試 した．穂木に 用 い る 品 種 に

は，
‘
っ が る

’
，
‘
さ ん さ

’
，

‘
ニ

ュ
ージ ョ ナ ゴ ール ド

’
，

‘
北

斗
’
，

‘

王 林
’

，
‘

ふ じ
’

を供試 した 、い ず れ の 場合 も，中間台

木の 長 さ は 30c　m ．根系台木 の 長 さ は 15cm と し，中間台

木の 半分 の 長 さが地 上 に 露出す る よ うに 定植 した．JM51
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マ ル バ カ イ ドウ 台木と M ．271マ ル バ カ イ ドウ 台木は 1995

年 3月に 定 植 し，同年 4月 に 各品種 を そ れ ぞ れ の 台木に 接

ぎ木 した．定植時 の 栽植密度 は，列間 3m ，樹間 1m の ，

10a当た り333本 と した．定植後 4年 目の 1998年 （樹齢

4年生 ）の 秋 に，穂木に 用 い た 品 種 の 生育状態，果 実収量，

果実 品質 を 調 査 した．着 果 基 準 は，十 分 に 花芽 の 着生 し

た 樹 は 各品種 と も3〜4頂芽 に 1果実を着果 させ る よ うに

した．花芽 の 着生が 少 な い 樹 は樹勢に 応 じて着果 させ た ．

各台木と穂木に 用 い た 品種を 組 み合わ せ て ，各区 ユ0樹ず

つ 供試 し た ．

　果実品質 に つ い て は，果実の 地色，果実表面色 の 着色

指数 と着色 の 面積割合，硬度，糖度，酸度 を測定 した．地

色 と着色 指数 は，農林水産省が作成した リン ゴ 用 カ ラ ー

チ ャ
ー

ト
‘

ふ じ
’

の 地色用 と着色用を用 い て 測定 した．‘

ふ

じ
’
以 外 の 品種 に お い て も，同 じカ ラ

ー
チ ャ

ー
トを用 い て

近似色 と して 測 定 した．着色面積の 割合 は 品種 固有 の 着

色 面積 が 果実 全 体 に 占め る 割合 で 示 し た．硬度 は 直 径

7／16 イ ン チ の プ ラ ン ジ ャ
ー

の つ い た マ グ ネ ス テ
ー

ラ
ー型

硬度計 で 測 定 した．糖度 は 屈折糖度計で 測定 し，屈折計

示度（
°Brix）で 表 した，酸度は，搾汁 した果汁 を 1110N の

水酸化 ナ ト リウ ム 溶液 で 滴定 し，リン ゴ 酸に 換算 して 表

した ．各品種 と も 1樹当 た り 5果以上着果 した 供試樹を 3

樹 選 び，そ れ ぞ れ 5果ず つ 調 査 した．着 果数 が 5果 に 満 た

な い 樹 は最も着果数 の 多 い 樹 か ら順に 3樹選び，着果 した

す べ て の 果実を調査 した 、

　穂木に 用 い た 品種 の 生育は，主幹 の 幹周，樹高，樹冠

幅 と して 測定 した．幹周は接ぎ木部位の 上 20cm の 位置

で 幹 の 周囲 の 長 さ を 測 定 した．

　穂木に 用 い た 品種 の 穂木部位 に 荷重をか けた と きの 折

損状況を み るた め に，1998年（樹齢4年生 ）の 落葉後に 樹

全体を掘 り起 こ し，穂木に 用 い た 品種 の 主幹を約 1m の

長 さ に 残 して ，そ の ほ か の 枝 は す べ て 切 り落 と した．ま

た，台木か ら発生 し た 根 も切 り落 と した ，接 ぎ木部位 の

直 径 は，こ ぶ 状 に 発達 した部位 の 頂 部，中央，基部の 3 か

所 で 測 定 した．台勝 ち程 度 を 表 す た め に ，接 ぎ木部位 の

基部 の 直径 を 頂部の 直径 で 除 した値 に 100 を乗 じた 値を

台勝 ち指数 と して 求 め た．台木部分を ク ラ ン プ で 水平 に

固定 し，接 ぎ木部位 か ら主幹 の 延長方向 に 50cm の 位置

で 徐 々 に 荷重を与 え て 折損 させ た．台木と 品種 の 組 み合

わ せ 毎 に 折 損部位 を 観 察 し，折損 した 時 の 負荷荷重 を 折

損荷重 と して 表 した．こ の 実験 で は ，台木 と穂木 に 用 い

た 品種を組 み 合わ せ て 3樹ずつ 供試 した ．

結 　　果

　 リ ン ゴ 品種 の 生 育 と果実収量 に 及 ぼ す 中間台木 の 影響

を第 1表 に 示 した．穂木に 用 い た 品種の 生 育 は，幹周で は

JM5 ノマ ル バ カ イ ドウ 台木に 接 ぎ木した
‘
つ が る

’
，
‘
北斗

’
，

‘
王 林

’
で，M ．27ノマ ル バ カ イ ドウ台木に 接ぎ木 した 場合

よ り有意 に 小 さか っ た．樹高 と樹冠幅で は，JM5〆マ ル バ

カ イ ドウ台木 に接 ぎ木 した
‘

さ ん さ
’

T
‘

北斗
’

，
‘

王 林
’
，

‘

ふ

じ
’
で ，M ．271マ ル バ カ イ ドウ台木 に 接 ぎ木 した場合よ り

有意 に 小 さか っ た．JM51マ ル バ カ イ ドウ台木 に 接 ぎ木 し

た
‘
ニ ュ

ージ ョ ナ ゴ ー
ル ド

’
の 幹周，樹高，樹冠幅 は ，M ．

271マ ル バ カ イ ドウ台木 に 接ぎ木 した 場合と有意差 は 認め

られ な か っ た．

　各品種 の 接ぎ木4年目に お け る果実収量 は，い ず れ の 品

種で も JM5ノマ ル バ カ イ ドウ台木の 方 が M ．27ノマ ル バ カ

イ ドウ 台木 よ り も少 なか っ た ．JMsf マ ル バ カ イ ドウ台木

に 接ぎ木 した
‘
つ が る

’
，

‘
さん さ

’
で は，未結果樹 が半数近

くあ り，着果 した樹 の 1 樹当 た りの 着果量 も 2−−3 個 と少

な か っ た．

　 1果重 は，
‘

つ が る
’

を除き，JM5 ノマ ル バ カ イ ドウ 台木

と M ．27！マ ル バ カ イ ドウ 台木 に 接 ぎ木した 品種 の 間 に 有

意差 は 認 め られ な か っ た．

　 リ ン ゴ 品種 の 果実品質 に 及 ぼ す 中間台木 の 影響 を第 2

表に示 した．果実品質と して 調 べ た各項目に つ い て 比較

す る と，
‘
北斗

’
と

‘
ふ じ

’
の 着色を除 い て は穂木 に 用い た品

種の い ずれに お い て も，JMsf マ ル バ カ イ ドウ台木 に 接ぎ

木 した 品種 と M ．27〆マ ル バ カ イ ドウ 台木 に 接 ぎ木 し た 品

種 の 間 に 有意差 は 認 め られ な か っ た ．

第 1表　 リ ン ゴ 品種 の 生育 と果実収量 に及 ぼ す中間台木の 影響

品　　種　　中間　　 幹周　　樹高　 樹 冠 幅　果 実 収 量 　 1果 重

　　　　　　台 木 　　（cm ）　　（cm ）　　 （cm ）　　（9／樹）　　（9 ）

っ 　　が 　　る

さ　 　 ん 　 　 さ

ニ ュ
ー
シ　ョナコ　

ー
ルド

北

王

ふ

斗

林

じ

JM5M
．27JM5M

．27JM5M

．27JMsM

．27JM5M

．27JM5M

．27

＊

　

S
　

S
　

　

　

　

＊

　

S

＊

　

N
　

N
　

＊

　

＊

　

N

582885374852685678707190　

　

　

　

　

　

　

1　
　　
1
　　　
1

171NS204142

＊＊

195181NS211163

＊＊

250178
＊＊

260204
＊＊

267

89NS12980

＊

118130NS146106

＊＊

22591
＊

144149
＊＊

198

600＊＊

2970440
＊＊

22601112
＊＊

2491986
＊＊

25552120
＊

32461700
＊＊

3321

200＊＊

247220NS224418NS370423NS426272NS280307NS303

zNS

，＊，＊＊ 1 有意差 な し，5％ レ ベ ル で 有意差 あ り，1％ レ ベ ル で 有 意 差 あ り
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第2表 　リ ン ゴ品種の 果実品質に 及ぼす中間台木 の影響

品　　種　　中間　地色　　着色　　着色面積　 硬度　　 糖度　　 酸度
　　　　　　台木　指数　　指数 　　　（

°

／。 ）　　 （lb）　　（
°Brix ）　 （％）

っ 　 　が

さ　 　 ん

ニ ュ
ージ ョナコ

“一
ルド

北

王

ふ

る　 JMs
　 　 M．27
さ　JM5
　 　 M．27
　　JM5
　 　 M．27
斗　JM5
　 　 M．27
林　JMs
　 　 M．27
じ　JMs
　 　 M．27

S
　

S
　

　
S
　

S
　

　
S
　

　
S

N
　

N
　

N
　

N
　

N
　

N

OO7902466867446655662345蹣

3
嬲

5
鏘

9
継

5

22

生

凧

生

42

生

3．1＊
4．G

50NS5789NS7369NS8578NS84

78NS82

14，9NS 　　　l4．　ONS　　　O．36NS
13．4　　　　14．0　　　　0，36
13．6NS　　 15，5NS 　　O．62NS
14，5　　　　15．0　　　　0．58
15，0NS　　 I3．6NS　　O．56NS
13．5　　　　14．2　　　　0，58
11．INS　　 16．　ONS　　 O．34NS
l2，0　　　　16．2　　　　0，43
16，6NS　　 l4．　ONS　　O．26NS
16．8　　　　15．2　　　　0．25
16．2NS　　 15．2NS　　O．46NS
16．1　　　　 16．5　　　　0．49

1NS
，＊ ； 有意差な し

，
5％ レ ベ ル で 有意差 あ り

第 3表 　リン ゴ品種の 接ぎ木部位の 状況 と折損状況に 及ぼ す中間台木の 影響

品　　種　　中間

　　　　　　台木　頂部 （A）
　　　　　　　　　 （  ）

接ぎ木部位直径

中央　 基部 （B）
（mm ）　 （mm ）

位部損折　

 

ち

数

心

勝

　
渦

台

指

 

折損荷重

（kg）

つ 　 　が

さ　　ん

ニ ュ
ージ ョナゴ 一

ルド

匕ゴ

王

ふ

る　 JM5
　 　 M．27
さ　 JM5
　 　 M．27
　　JM5
　 　 M．27
斗　JM5
　 　 M．27
林　JM5
　 　 M．27
じ　JM5
　 　 M．27

9．9＊
1

　　23，0＊＊

19．6　　　32，5
11．4＊＊　　27，6＊

28．2　　　45．9
24．3NS　　59，4＊＊

20．8 　 　40．3
17．1＊＊　　27．6NS
33．3　 　37．6
17．6＊＊　　36．7NS
30．4 　 　 41．3
37．5NS　　57，7NS
37．4 　 　 47．6

13．8＊＊

27．918
．3＊＊

38．439
．1＊

26．727
．6NS37
．622
，6NS27
，348
．9NS44
，6

152．6NS　 台木 ・穂木 の 幹　 4．8NS
l42．9　　 接 ぎ木部位剥離　 6．3
160．9NS　 台木 ・穂木 の 幹　10．7NS
135．9　　 接 ぎ木部位 剥 離　 15．5
161．4＊ 　 台木 ・穂木 の 幹 　24．8＊＊

129．5　　接 ぎ木部位剥離　 9．5
160．2＊＊ 　 台木 ・穂木 の幹　11．5NS
112．7　　 接 ぎ木部位折損　 1L6
127．9＊ 　 台木

・
穂木 の 幹 　 7．8NS

90．1　　 接ぎ木部位剥離 　 6，1
129，1＊　　台木 ・穂木 の 幹 　20く

119．1　　 台木 ・穂木 の 幹　 20〈

　 　 　 　 　 　
z

　 NS，　＊，　＊＊ ：

　 リ ン ゴ 品種 の 接 ぎ木部位 の 状況 と折 損 状況 に 及 ぼ す 中

間台木の 影響を第 3表 に 示 した．JM51 マ ルバ カ イ ドウ台

木で は い ず れ の 品種を 接ぎ木 して も接ぎ木部位直径 は，頂

部よ りも中央が大き くな っ た．ま た，接 ぎ 木部位直径が

頂部 よ りも基部で 大き くな る台勝ち症状 を示 した．特 に，
‘
ニ ュ

ージ ョ ナ ゴ ー
ル ド

’
，

‘
北斗

’
，

‘
王 林

’
，

‘
ふ じ

’
で は，

M ．271マ ル バ カ イ ドウ 台木 に 接 ぎ木 した 場合 に 比 べ て ，

台勝 ち 指数 が 有意 に 大 き か っ た．M ．271マ ル バ カ イ ドウ

台木 と穂木 に用 い た 品種 の うち，接ぎ木部位直径 が 頂部

よ り中央で 顕著に大き くな っ た の は，
‘
つ が る

’
，

‘

さ ん さ
’

，
‘
ニ ュ

ージ ョ ナ ゴ ール ド
’
，
‘
王林

’
で あ っ た，M ，271 マ ル バ

カ イ ドウ 台木 に 接ぎ木 し た
‘

王林
’

は 台勝ち指数が 90，1で，

接 ぎ木部 位 直径 が 頂部 よ り基部 で 小 さ くな る 台負 け症状

を 示 し た ．

　穂 木部位 に 荷重 を か け る と，JM5 ノマ ル バ カ イ ドウ台 木

で は い ず れ の 品種 を接 ぎ木 して も，穂木の 幹 あ る い は台

木の 幹部分 が 不規則 に 折 れ た の に 対 し て ，M ．271 マ ル バ

カ イ ドウ 台木 で は
‘

北斗
’

，
‘

ふ じ
’

を除 い て 接ぎ木部位 で 穂

木 と台木 が 剥離す る よ う に 折損 し た．折損荷重 と して 比

較 す る と，JM5 ／マ ル バ カ イ ドウ 台木 に 接 ぎ木 し た
‘
二

有意差な し，5％ レ ベ ル で有意差あ り，1％レ ベ ル で有意差あ り

ユ
ージ ョ ナ ゴール ド

’
の 折損荷重が 24．8kg で あ っ た の に

対 して ，M ．271 マ ル バ カ イ ドウ台木に接ぎ木した
‘
ニ

ュ
ー

ジ ョ ナ ゴー
ル ド

’
の 折損荷重 は 95kg で あ っ た．他 の 品種

を接 ぎ木 した 場合 は 有意差 が 認 め られ な か っ た． ‘

ふ じ
’

は，供試 した 他 の 品種 に 比べ て 両台木 に 接 ぎ木 して も折

れ に くか っ た 、両台木 とも20−・25　kg台 で 折損 した 樹 が 1

本 ず っ で ，残 りの 供 試樹 は 25kg 以上 の 荷 重 を か け て も折

れ な か っ た の で ，折損荷重 は 20kg 以上 で あ る と 判断 し

た．折損面 も複雑 に 入 り組ん で い た．

考　 察

　従来か ら M ，27は 極め て わ い 化度の 強い 台木で，M ．27

を 台木 に 用 い る と 穂木 に 用 い た 品種 の 樹冠 の 大 き さ は リ

ン ゴ 実 生 苗 を 台木 に 用 い た 時 の 20・・309・ に な る （別所，
1995）と言 わ れ て い た．従 っ て，本実 験 の 結 果 か ら JM5 の

わ い 化 効果 を 見 る と，JM5 は M ．27 よ り もさ らに わ い 化

度が 強い 台木で あ る と み られ る．た とえ ば，8年生 を 過 ぎ

た 段階で も
‘

ふ じ
’

を JM51 マ ル バ カ イ ドウ台木 に接 ぎ 木 し

た 場合 の 樹高が 2m 強 に と ど ま っ て，　 M ．271マ ル バ カ イ

ドウ台木 に 接ぎ木 した 場合 よ りも 1m 前後小 さ くな る （菊
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土也・1也田，　2001）．

　M ．27 の 自根 台木に 接ぎ木す る と早期 に 結実す る もの の

樹冠 と果 実 が小 さ くな る い わ れ て い る （別所，1986）．そ

こ で ，M ．27 を 中間台木 と し て 根系台木 に マ ル バ カ イ ド

ウ を用 い る と，10a当た りの 果実収量が 幼木時か ら 成木時

ま で高く，M ．27 の 自根台木で 栽培す る と問題 に な る樹

勢衰弱 も生 じな い （菊地，ユ999），JM5 を台木 に 用 い て も

こ れ に 類似 した生育を示す可能性 が あ る．しか し，JM51

マ ル バ カ イ ドウ 台 木 に
‘
つ が る

’
と

‘
さ ん ざ を接 ぎ 木す る

と，果実収量 が 少 な く，生 育 も弱 か っ た，そ の 理 由は ，

JM51 マ ル バ カ イ ドウ 台木に
‘
つ が る

’

と
‘

さ ん ざ を 接 ぎ木

した 場合 は接 ぎ木不調和 に な る た め と考 え られ る．接 ぎ

木不調和 と は，接 ぎ木不親和 と違 っ て 台木と穂木に 用 い

た 品種 が 活着 して も穂木に 川い た 品種の 生 育 が 不良 に な

る 場合 を 指 し て い る （別所 1994）．

　特 に，
‘
さ ん さ

’
の よ う に 葉色が 淡 く，生育量が 台木の 種

類 や 施肥な どの 環境 に 左 右 され や す い ，い わ ゆ る樹勢 の

弱 い 品種 の 場合 に は ，根系台木 に マ ル バ カ イ ドウ を用い

て も極 わ い 性台木 JM5 の 利用 は 困難 で ，わ い 化度 の 弱い

台木を 選択す る必要 が あ る．JM5 ノマ ル バ カ イ ドウ 台木に

適 す る 品種 と して は ，樹勢 の 旺 盛 な
‘
ジ ョ ナ ゴ ー

ル ド
’
，

‘
北斗

’
，

‘
ハ

ッ ク ナ イ ソ ．
‘
陸奥

’
な どの 3倍体品種 で あ る

と予想 され る．3倍体品種 を穂木に 用 い た 場合 に は，樹冠

の 人き さが 適度で ，樹勢の 落ち着き が早 くな る と 並想 さ

れ る こ とか ら，樹齢 が 若 い とき で も果実収量 が多 く，商

品 価値 の 高 い 大 き な 果 実が 得 ら れ る と思 わ れ る．

　 わ い 性台木の M ．9 や M ．26，極 わ い 性台木 の M ．27 に

接 ぎ木す る と穂木 に 川い る 品種 に よ っ て は接 ぎ 目 こ ぶ が

生 じ る こ と が あ る （別所 ，1994；神 戸 ，1995；小 池，

1995 ；菊地，1999）．穂木 に 用 い る 品種 の 種類別 で は，
‘

ジ

ョ ナ ゴ ール ド
’
，

‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ズ ，

‘
王林

’
，

‘
つ が

る
’
，
‘
あ か ね

’
，

C

は つ あ ぎ ，千 秋
’
，
‘
陸奥 な どで 接 ぎ 目

こ ぶ の 肥大が 目立 ち，
‘
ふ じ

’
，
‘
ス タ

ー
キ ン グ ・デ リ シ ャ ス

’

で は接ぎ 目こ ぶ は 認 め ら れ な い （小池，1994）と言 わ れ て

い るが，本 実 験 で も，M ．27 で は 同様の 結 果 で あ っ た．

　本実験 で 供試 した JM5 は マ ル バ カ イ ドウ
‘
セ イ シ

’
と M ．

9 の 交配 で 得 ら れ た台木 で （副島，1997），M ，26 と M ．

27 も M ．9の 後代 で あ る （別所，1995）．M ．9，　 M 　26，
M ．27 で 接 ぎ 目 こ ぶ の 発生 が 顕著 な の で ，同 じ M ．9 の 後

代 で あ る JM5 で も M ．　27 と 同様 に 接 ぎ 目 こぶ が 発 生 し，

接 ぎ木部位 の 状 況 に も類似点 が あ る と予想 され た ，しか

し，JM5 で は い ず れ の 品種を接ぎ木 して も接 ぎ 木部位 の

肥大 は 認 め られ る もの の ，接 ぎ 木部位基 部 の くび れ が 小

さ く，接 ぎ木部位 よ り上 に あ る穂木の 幹 よ り接 ぎ木部位

の 下 に あ る台木の 幹 が 太 くな る台勝 ち症状を 示 した．‘
王

林
’
は JM5 で は 台勝 ち症状 を示 した の に 対 し，　 M ．27で は

台負 け 症状 で あ り，JM5 と M ．27で は接 ぎ木部位 の 様相

は 異 な っ た．

　 亅M5 と M ．27 の 折損状況 を比較 す る と，同程度 の 折損

荷重で ，JM51 マ ル バ カ イ ドウ 台木 で は 接 ぎ木部位で は な

くて 穂木 の 幹部分 や 台 木 の 幹 部分 が 折れ た の に 対 し，M ．

271マ ル バ カ イ ドウ台 木 で は接 ぎ 木部位 に あ る 穂木 と 台木
の 癒合面で 剥離 した よ うに 折れ た の で ，JM5 と M ．27 で

は，穂木 と台木 の 組織が 癒合す る 際の 仕組 み が 異 な る可

能性 が ある と考 え られ る．特に，
‘
ニ ュ

ージ ョ ナ ゴ ー
ル ド

’

で は，M ．27 を台木 に 用 い る と強風時 に 折損被 害 が 生 じ

る が，JM5 を 用 い れ ば接ぎ木部位 の 結合強度 が M ．27 よ

り強 い の で 折損被害 は か な り軽減 で き る と考え られ た，

　
‘
ふ じ

’
な どで は M ．27を 台木と して 用い た 場合 に 果実が

小 さ くな るの で 敬遠 され て き たが，
‘

ジ ョ ナ ゴー
ル ド

’

の よ

う な 3倍体 品 種 で は 果実 が 小 さ くな る こ と は 少 な く，

JM5 を 用 い る こ とに よ っ て さ らに 樹高を低 くで き る可能

性が あ る．リ ン ゴ 栽培 で 省力 化 が 望 ま れ る 今 日，極 わ い

性台木 JM5 を 利 用 す る こ と に よ っ て ，低樹高 に よ る 省力

化 が 可能 に な る と考察 され た．

摘　 要

　JM5 と M ．27 を 中間台木と し，マ ル バ カ イ ドウ を根系

台木に 用い て ，リ ン ゴ の 主 要 な 品種を接ぎ木 し た 場合 の

生 育 や ，品種 の 穂木部位 に 荷重をか け た 場合の 折損状況

を検討 し た ．そ の 結果，穂木に 用 い た 品種 の うち，
‘
つ が

る
’
，

‘
さん さ

’
，
‘
ニ

ュ
ージ ョ ナ ゴ ール ド

’
，

‘
北斗

’
，

‘
王 林

’

，
‘
ふ じ

’
の 生 育 は，JM51 マ ルバ カ イ ドウ台木 が M ．271マ ル

バ カ イ ドウ台木 に 比べ て や や 小 さ くな っ た．穂木 に 用 い

た 品種 との 接 ぎ木部位 は，JM5 ！マ ル バ カ イ ドウ台木 で は

供 試 した す べ て の 品 種 で 台 勝 ち症 状 を 示 した が，M ．27／
マ ル バ カ イ ドウ 台木 で は

‘
っ が る

’
，

‘
さ ん ざ ，

‘
ニ

ュ
ー

ジ

ョ ナ ゴ ー
ル ド

’

，
‘

王林
’

で 接ぎ目こ ぶ が 認 め られ た，穂木

部位 に荷重を か け る と，JM5 ノマ ル バ カ イ ドウ台木で は穂

木の 幹 あ る い は台木の 幹が 不規則 に 折 れ た の に 対 し て ，
M ．27ノマ ル バ カ イ ドウ 台木 で は 接ぎ木部位 で 穂木 と 台木

が 剥離す る よ うに 折損 し た．‘
ふ じ

’
は 両台木に 接 ぎ木して

も，他 の 品種 よ り結合力 が 強 く，20kg 以 上 の 荷重を か け

て も折 れ な か っ た ．

　 謝 辞 本論文を作成す る に 当た り，校閲 して い た だ

い た 園芸 学会東北 支部長金 濱耕基博 士 に 深 く感謝 の 意を
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